
董
其
昌
（
明
・

嘉
靖
三
四

ー
崇
禎
九 、
一
五
五
五

ー一
六
三
六）

の
書
論
は、
『
容
台
別
集」
(-
六
三
0
初
刻） 、
「
画
禅
室
随
筆
l

(l)
 

（一
六
七
八
初
刻
か）

に
よ
り

容
易
に
閲
し
う
る
こ
と
も
あ
り、

明

末
書
論
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る。
し
か
し、

彼
の
主
張
・

(2)
 

好
尚
が
変
遷
し
た
可
能
性
は
考
慮
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
り、

稿
者
は

こ
れ
ま
で
彼
の
題
跛
．

款
記
な
ど
有
紀
年
記
述
の
収
集
を
通
じ
て、

(3)
 

概
ね
以
下
の
よ
う
な
変
遷
が
あ
っ
た
と
推
測
し
た。

①
三
五
歳
＼

四
0
代
前
半

擬
古
の
標
榜 、

初
唐
書
人
・

米
苦
称
賛

②
四
0
代
前
半
＼

五
二
歳
頃

古
法
を
変
じ
て
書
す
る
こ
と
の
推
奨

初
唐
書
人
・

米
苦
称
賛 、

楊
凝
式
称
賛
（一
件
の
み、

後

掲） は
じ
め
に

③
五
二
歳
頃
＼

五
七
歳
頃

古
法
を
変
じ
て
書
す
る
こ
と
の
推
奨

初
唐
書
人
・

顔
真
卿
称
賛 、

宋
人
貶
斥

④
五
八
歳
前
後

書
の
時
代
性
説
の
提
唱 、

初
唐
唐
人
・

顔
真
卿
称
贅

宋
人
貶
斥

⑤
五
九
歳
頃
以
降

離
合
説
の
提
唱 、

初
唐
書
人
・

宋
人
貶
斥 、

楊
凝
式
称
賛

特
に
③
⑤
に
お
い
て
は、

董
の
主
張
・

好
尚
が
変
遷
し
た
要
因
と

思
し
き
事
象
も
見
ら
れ、

顔
真
卿
帖
所
載
『
鼎
帖
j

の
収
蔵
（
五一

(4)
 

S
五
八
歳
時） 、

及
び
王
肯
堂
に
よ
る
『
鬱
岡
斎
墨
妙」

刊
行
（
楊

(5)
 

凝
式
帖
未
収 。
一
六―
-

、

董
五
七
歳
三
月
時
の
刻
成）
な
ど
と
い

っ
た
当
時
の
鑑
蔵
行
為
が
強
く

影
響
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る。

董
其
昌
の
書
論
に
お
い
て
は
上
記
の
ほ
か、
「
生」
・

「
熟」
二
語
や、

「
熟」

語
の
み
を
用
い
た
説
（
以
下、

双
方
を
便
宜
的
に
「
生
熟
説」

董
其
昌
書
論
に
お
け
る
生
熟
説
に
つ
い
て

尾

川

明

穂

(52) 



と
称
す
る）

も 、

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
目
さ
れ
て
い
る 。

董
在
世

(
6)

 

時
よ
り

顧
凝
遠
『
画
引」

に
て
援
用
さ
れ 、

ま
た 、

悦
濡
「
六
芸
之

一
録」
（
清
初
刊）

巻
二
八
O
·

巻
三
七
二 、

康
熙
帝
勅
撰
『
侃
文

斎
書
画
譜』
（
一
七
0
五
刊）

巻
四
四
に
採
録
さ
れ
て
以
降 、

注
目

(
7)

 

さ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る 。

現
代
で
は
多
く
の
研
究
が
備
わ
り 、

概
ね 、
「
生」

字
に
よ
っ
て
書
者
の
人
格
・

精
神
の
自
然
な
流
露
を

謳
い 、

そ
れ
に
伴
う
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
獲
得
を
訴
え
る
も
の
と
捉

え
ら
れ
て
い
る 。

ま
た 、

技
巧
の
習
熟
を
指
す
「
熟」

を
経
て 、

(

8
)
 

「
生」

の
境
地
に
至
る
と
い
う
過
程
を
想
定
す
る
向
き
も
多
い 。

し
か
し 、

董
の
生
熟
説
は 、

後
述
の
よ
う
に
用
例
が
五
件
と
少
な

(
9)

 

い
上 、

彼
が
提
唱
し
た
書
の
時
代
性
説
と
同
じ
く 、

湯
換
の
書
論
に

影
響
さ
れ
て
草
卒
に
説
か
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い 。

書
の
時

代
性
説
・

離
合
説
な
ど
を
含
め
た
董
の
書
論
全
体
に
お
い
て 、

い
か

な
る
位
置
を
占
め
る
か
を
中
心
に
検
討
し 、

ま
た
生
熟
説
で
語
ら
れ

た
内
容
の
変
化
の
有
無
に
つ
い
て
も
見
る
必
要
が
あ
ろ
う 。

本
稿
で
は 、

ま
ず 、

董
其
昌
が
五
七
歳
時
に
生
熟
説
・

書
の
時
代

性
説
を
同
時
に
述
べ
た
こ
と
に
注
目
し 、

両
者
を
総
合
し
て
主
張
の

整
理
を
試
み
た
い 。

そ
の
上
で 、

前
述
し
た
「
熟」

か
ら
「
生」
へ

と
い
う
段
階
説
と 、

こ
れ
に
該
当
し
な
い
生
熟
説
と
の
主
張
の
差
を

確
か
め
た
い 。

ま
た 、

彼
が
六
0
歳
以
降
に
し
ば
し
ば
用
い
た
離
合

説
と
の
接
続
に
つ
い
て
も
検
討
す
る 。

な
お 、

本
来
な
ら
ば
実
作
例
と
照
ら
し
つ
つ
各
評
語
の
解
釈
に
も

及
ぶ
べ
き
で
あ
る
が 、

本
稿
で
は
「
生」
・

「
熟」
二
語
の
意
味
合
い

の
変
化
を
中
心
に
考
察
し
た
い 。

生
熟
説
が 、

新
た
な
理
論
が
生
じ

る
前
の
過
渡
期
に
説
か
れ
た
も
の
で 、

主
張
が
一
貫
し
て
い
な
い
こ

と
を
導
き
た
い 。

「
味
水
軒
日
記』

所
収
款
記
の
生
熟
説

董
其
昌
の
知
己
・

李
日
華
(-
五
六
五
ー一

六
三
五）

に
は
「
味

水
軒
日
記」

が
あ
り 、

そ
の
巻
四
（
万
暦
四
0、
一
六
―
二）
三
月

二
六
日
項
に 、

董
五
七
歳
八
月
時
の
臨
書
款
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る

（
以
下 、
「
味
水
款
記」

と
称
す
る） 。

こ
こ
に
記
さ
れ
る
生
熟
説
は 、

彼
の
用
例
全
五
件
中 、

唯一
紀
年
を
有
す
る
も
の
で 、

他
条
に
記
さ

れ
て
い
る
書
の
時
代
性
説
と
の
関
連
も
想
定
さ
れ
る 。

(
10)
 

時
代
性
説
検
討
の
目
的
か
ら 、

別
稿
で
味
水
款
記
を
論
じ
た
際 、

湯
換
(-
五
五
五
ま
た
は
一
五
七
〇
挙
人）
「
書
指』

巻
上
第
七
・

八
則
に
近
似
す
る
記
述
が
確
認
で
き
た 。

ま
た 、

当
該
款
記
の
内
容

が
執
筆
前
後
の
蓋
の
主
張
と
大
き
く

異
な
る
こ
と
も
あ
り 、

本
款
記

は
「
書
指」

か
ら
の
影
響
を
受
け
て
述
べ
た
も
の
と
推
測
し
た 。

『
書
指』

よ
り

窺
え
る
こ
と
と
し
て 、

①
「
熟」

の
後
に
「
生」

と
な
る
べ
き
と
す
る
点 、

②
王
義
之
の
人
品
の
高
さ
を
称
賛
し 、

そ

の
書
が
「
法」

を
有
し
て
い
る
と
認
め
る
点 、

③
「
作
意」

が
甚
だ

(53) 



し
い
と
古
人
の
書
が
持
つ
味
わ
い
が
失
わ
れ
る
と
す
る
点
な
ど
が
挙

(

11
)
 

げ
ら
れ
る。

こ
れ
と
照
ら
し
つ
つ、

味
水
款
記
の
生
熟
説
に
つ
い
て

検
討
し
た
い。

紙
幅
の
都
合
上、

本
稿
の
検
討
に
必
要
な
第
二
•

五

＼
七
則
の
み
を
示
し、

第
七
則
の
現
代
語
訳
を
挙
げ
た
い。

以
下、

括
弧
内
は
稿
者
に
よ
る。

〔
第
二
則〕

猪
河
南
（
遂
良）

書
如
瑶
台
郷
姐 、

不
勝
綺
靡 ゜

乃
其
人
以
大
節
著 、

所
謂
宋
広
平
（
環）

鉄
心
石
腸 、

而
賦
情

独
冶
艶
者。

顔
魯
公
（
真
卿）

碑 、

書
如
其
人、

所
謂
骨
気
剛

勁
如
端
人
正
士 、

凛
不
可
犯
也。

然
世
所
重、

惟
其
行
書、

如

「
争
坐
位」
・「

祭
察
明
遠」
・「

劉
太
沖」
・

「
馬
病」
・

「
鹿
肺」
．

「
乞
米」

諸
帖 、

最
為
恒
赫
有
名、

直
接
二
王
（
王
義
之
・

王

献
之） 、

出
唐
人
之
上。

蓋
以
気
格
勝 、

稀
器
阿
阿 、

不
受
縄

束 、

最
是
端
人
正
士
本
色 。

痴
人
前
不
得
説
夢 。

説
著
如
端
人

正
士 、

便
作
算
子
書。

安
能
使
木
仏
放
光
照
諸
天
世
界
耶 ゜

〔
第
五
則〕
晋
人
書
取
韻 、

唐
人
書
取
法、

宋
人
書
取
意。

或
日、

「
意
不
勝
子
法
乎」 。

不
然。

宋
人
自
以
其
意
為
書
耳、

非
能
肖

古
人
之
意
也。

然
趙
子
昂
（
孟
類）

則
矯
宋
之
弊 、

雖
己
意
亦

不
用
癸 。

此
必
宋
人
所
詞 、

蓋
為
法
所
縛
也。

〔
第
六
則〕
邪
子
悪
（
個）
侍
御
嘗
与
予
言、
「
右
軍
（
王
酸
之）

之
後、

即
以
趙
文
敏
（
孟
顛）

為
法
嫡 、

唐
宋
人
皆
芳
出
耳」 。

此
非
篤
論。

文
敏
之
書、

病
有
無
勢 。

所
学
右
軍 、

猶
在
形
骸

之
外。

右
軍
雄
秀
之
気 、

文
敏
無
得
焉 、

何
能
接
武
山
陰
（
王

義
之）

也。

雖
然
其
可
伝
者、

在
自
為
一
家、

望
而
可
知
為
趙

法。

非
此 、

則
鮮
子
（
枢）．
康
里
（
崚
崚）
得
井
駆
於
墨
苑
癸 ゜

〔
第
七
則〕
余
十
七
歳
学
書、

二
十
二
歳
学
画 、

今
五
十
七
年
癸 ゜

有
謬
称
許
者、

余
自
校
勘 、

頗
不
似
米
顕
作
欺
人
語。

大
都
画

与
文
太
史
校 、

各
有
長
短。

行
間
茂
密 、

千
字
一
同 、

吾
不
如

趙 。

若
臨
佑
歴
代、

趙
得
其
十
一、

吾
得
其
十
七 。

又
趙
書
因

熟
得
俗
態 、

吾
書
因
生
得
秀
色 。

趙
書
無
不
作
意、

吾
書
往
往

率
意。

当
吾
作
意、

趙
書
亦
輸
一
籠 、

第
作
意
者
少
耳。

古
人

云、
「
右
軍
臨
池
学
書、

池
水
尽
黒 、

仮
令
耽
之
若
是、

故
為

勝」 。

余
於
趙
亦
然。

米
老
云、
「
吾
書
無
一
点
右
軍
俗
気 、

吾

画
無
一
点
李
成
俗
気」 。

然
世
終
莫
之
許
也。

政
恐
余
所
自
評、

(
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猶
数
憐
児
不
覚
醜
耳。

辛
亥
中
秋、

董
其
昌 ゜

〔（
上
略）

書
で
は、

行
間
に
も
溢
れ
る
も
の
が
あ
り
千
字
が
同

じ
よ
う
で
あ
る
点
で
は、

私
は
趙
孟
類
に
勝
っ
て
い
な
い。

も

し、

歴
代
書
跡
を
臨
書
・

佑
書
す
れ
ば、

趙
は
歴
代
書
跡
の
一

割
を
得、

私
は
七
割
を
得
る。

ま
た、

趙
孟
顧
の
書
は
「
熟」

に
よ
っ
て
俗
態
を
得
て
お
り、

私
の
書
は
「
生」

に
よ
っ
て
秀

色
を
得
て
い
る。

趙
書
は
作
意
で
な
い
と
こ
ろ
が
な
く、

私
の

書
は
し
ば
し
ば
率
意
で
あ
る。

私
の
作
意
は
趙
書
に
ま
た
劣
る

け
れ
ど
も、

私
の
書
は
た
だ
作
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
い

(54) 



②
唐
人

だ
け
で
あ
る 。

古
人
は
言
っ
た 。
「
王
義
之
が
池
に
臨
ん
で
書

を
学
び 、

池
の
水
は
み
な
黒
く
な
っ
た 。

も
し
も
そ
れ
ほ
ど
に

学
書
に
耽
っ
た
な
ら
ば
私
の
方
が
勝
る
だ
ろ
う」
（「
晋
書』

王

義
之
伝
の
改
変
か）
と 。

私
は
趙
に
対
し
て
も
ま
た
そ
う
で
あ

る 。

米サ
市
は
言
っ
た 。
「
私
の
書
に
は 、
一
点
も
王
義
之
の
俗

気
は
な
い 。

私
の
画
に
は 、
一
点
も
李
成
の
俗
気
は
な
い」

と 。

し
か
し 、

世
間
は
つ
い
に
こ
の
言
を
許
さ
な
か
っ
た 。

私
が
自

身
を
評
し
た
こ
と
が 、

し
ば
し
ば
自
分
の
子
ど
も
を
哀
れ
ん
で

そ
の
醜
さ
を
感
じ
な
い
よ
う
で
あ
る
の
を
恐
れ
る
（
下
略）〕

第
七
則
に
生
熟
説
が
記
さ
れ
て
お
り 、

ま
た 、

書
の
時
代
性
説
も
第

五
則
に
見
ら
れ
る 。
い
ず
れ
も
「
意」
・

「
作
意」

を
用
い
る
趙
孟
顛

書
を
貶
斥
し 、

他
の
時
代
の
書
人
や
自
身
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る 。

そ
の
間
の
第
六
則
に
お
い
て
は 、

趙
書
が
一
織
を
立
て
て
い
る
と
し

な
が
ら
も 、
「
勢」

の
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら 、

結

構
を
整
え
た
り 、
「
千
字
が
全
て
同
じ
で
あ
る」

か
の
よ
う
に
し
て

し
ま
う
意
図
の
現
れ
を
貶
斥
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

(
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本
款
記
の
内
容
を
前
稿
の
検
討
に
従
い
整
理
す
る
と
左
の
よ
う
に

な
り 、

第
五
則
の
書
の
時
代
性
説
を
中
心
に
整
理
で
き
る 。

①
晋
人

個
性
に
基
づ
き
発
揮
さ
れ
る
（
？）
「
韻」
（
気
韻） 。

自
然
に
表
出
す
る
も
の
で
称
賛
さ
れ
る

個
性
に
よ
ら
な
い
「
法」
（
普
遍
的
法
則 。

人
品
と

関
連） 。

自
然
に
表
出
す
る
も
の
で
称
賛
さ
れ
る

個
性
に
基
づ
き
発
揮
さ
れ
る
「
意」
（
意
図） 。

意
図
の
強
す
ぎ
る
も
の
と
し
て
貶
斥
さ
れ
る

個
性
に
よ
ら
な
い
「
法」
へ
の
拘
泥 、

自
身
の
「
意」

の
排
除 。

千
字
が
同
じ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
け
る

ほ
ど
の
「
熟」 。
「
法」

実
現
の
意
図
が
強
す
ぎ
る
も

の
と
し
て
貶
斥
さ
れ
る

「
生」

語
は
董
本
人
の
書
の
批
評
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め 、

こ

の
整
理
よ
り

外
れ
る
が 、
「
率
意」

語
に
よ
り

意
図
の
少
な
さ
を
説

い
て
い
る
た
め 、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
韻」

や
「
法」

に
近
い
位

置
に
あ
る
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う 。

「
熟」

は
趙
孟
顛 、
「
生」

は
董
自
身
と
い
う
よ
う
に 、

こ
の
二
語

は
各
人
の
書
の
性
質
を
説
く
た
め 、

前
者
か
ら
後
者
へ
と
い
う
階
梯

を
認
め
て
い
な
い 。

第
三
則
「
蓋
以
気
格
勝 、

蒜
蒜
阿
阿 、

不
受
縄

束 、

最
是
端
人
正
士
本
色」

も 、

顔
真
卿
の
人
品
と
書
風
と
の
密
接

な
関
連
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら 、

後
天
的
な
学
習
を
経
て
の

「
生」

の
実
現
は
想
定
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る 。

な
お 、

か
よ
う
な
点
は
湯
換
「
書
指」

と
は
異
な
る
が 、

人
品
と

書
の
関
連
付
け
や 、

意
図
し
た
執
筆
の
否
定
が
双
方
に
窺
え
る
た
め 、

前
稿
に
述
べ
た
よ
う
に
湯
説
が
董
説
の
先
駆
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十

分
考
え
ら
れ
る 。

④
趙
孟
顛

③
宋
人

(55) 



標
記
二
件
に
つ
い
て、

原
文
・

現
代
語
訳
を
示
し
つ
つ
考
察
を
進

め
た
い。

特
に、

①
人
品
な
ど
先
天
的
性
質
へ
の
言
及、

②
階
梯
の

想
定、

③
目
標
と
す
る
具
体
的
書
法
の
想
定
の
有
無
に
注
目
す
る。

A
作
書
与
詩
文、

同
一
関
捩 。

大
抵
伝
与
不
伝 、

在
淡
与
不
淡
耳゚

極
オ
人
之
致
可
以
無
所
不
能、

而
淡
之
玄
味
必
縣
天
骨 、

非
鑽

仰
之
カ
・

澄
練
之
功
所
可
強
入。

蓋
氏
「
文
選」 、

正
与
淡
相

反
者。

故
日
「
六
朝
之
靡」 、

又
日
「
八
代
之
衰」 。

韓
・

柳
以

前、

此
秘
未
観 。

蘇
子
贈
曰、
「
筆
勢
畔
礫 、

辞
采
絢
爛 。

漸

老
漸
熟 、

乃
造
平
淡 。

実
非
平
淡 、

絢
爛
之
極」 。

猶
未
得
十

分、

謂
若
可
学
而
能
耳。
『
画
史」

云、
「
若
其
気
韻 、

必
在
生

知」 。

可
為
篤
論
癸 。
（
中
略）
嘗
見
妄
庸
子
有
慕
倣
「
黄
庭
経」

及
僧
家
学
「
聖
教
序」

道
流
学
趙
呉
興
者、

皆
絶
肖
似
転
似
転

遠 、

何
則
俗
在
骨
中、

推
之
不
去。
（
中
略）

欧
・

虞
．

拷
．

辞
之
書、

各
有
門
庭 、

学
之
不
深 、

亦
得
祐
彿 ゜

惟
顔
魯
公
行

「
熟」

と
「
生」

の
間
に
断
絶
を
見
る
説

董
其
昌
に
は、

ほ
か
に
四
件
の
生
熟
説
が
確
認
で
き
る。

い
ず
れ

も
無
紀
年
で
は
あ
る
が、

主
張
が
異
な
り
二
種
に
分
類
で
き
る。

以

下
に、

味
水
款
記
と
同
様
の
説
二
件
と、
「
熟」

か
ら
「
生」
へ
と

い
う
階
梯
を
見
通
す
言
二
件
と
に
分
け
て
示
し、

そ
の
主
張
の
差
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い。

(15)
 

書、

了
無
定
法。

此
其
故
殊
可
参
尋 、

毎
挙
示
人
不
得
解
者。

〔
作
書
と
詩
文
は
同
じ
要
領
で
あ
る。

大
抵 、

後
世
に
伝
わ
る

も
の
と
伝
わ
ら
な
い
も
の
と
の
違
い
は、
「
淡」

か
「
淡」

で

な
い
か
に
あ
る。

オ
人
の
趣
を
極
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

い
が、
「
淡」

の
奥
深
い
味
わ
い
は、

必
ず
本
人
の
生
ま
れ
つ

き
の
風
格
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

外
部
の
も
の
を
慕
い
求
め
よ

う
と
す
る
力
や、

心
を
澄
ま
せ
て
訓
練
す
る
と
い
う
働
き
に
よ

っ
て、

無
理
や
り
そ
の
境
地
に
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い。

薫
統
「
文
選」

は、

ま
さ
に
「
淡」

と
相
反
す
る
も
の
で
あ

る。

だ
か
ら、
「
六
朝
の
衰
え」
（
陳
膜
「
海
桑
集」

巻
六
「
郭

生
詩
序」
か）
と
言
わ
れ、

ま
た
「
八
代
の
衰
え」
（
蘇
試
「
東

披
全
集」

巻
八
六
「
潮
州
韓
文
公
廟
碑」

ほ
か）

と
言
わ
れ
た

の
で
あ
る。

韓
愈 、

柳
宗
元
以
前
に
は、
「
文
選」

は
秘
匿
さ

れ
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た。

蘇
試
は
言
っ
た。
「
筆
勢
は
積
み
重
ね
て
高
く
す
る
よ
う
に

し、

彩
り

（「
辞」

は
誤
り
か）

は
き
ら
び
や
か
に
せ
よ。

老

い
る
に
従
い
次
第
に
「
熟」

と
な
り、

そ
こ
で
「
平
淡」

に
至

る
こ
と
に
な
る。

し
か
し、

実
は
「
平
淡」

で
は
な
く、

き
ら

び
や
か
さ
の
極
致
に
至
る
の
だ」

と。

こ
の
論
は
な
お
十
分
で

は
な
く、

学
べ
ば
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
だ
け

つ`）。f
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米丑
市
の
『
画
史』

に
言
う。
「
そ
の
気
韻
の
ご
と
き
は、

必

ず
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る」

と。

こ

れ
は
行
き
と
ど
い
た
論
で
あ
る。
（
中
略）
か
つ
て
愚
者
が
「
黄

庭
経」

を
模
倣
し
て
い
る
の
を
見、

ま
た
「
聖
教
序」

を
学
ぶ

僧
侶 、

趙
孟
顛
を
学
ぶ
道
士
を
見
た。

皆
極
め
て
似
て
い
る
が、

似
れ
ば
似
る
ほ
ど
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る。

な
ぜ
か
と
言

え
ば、

俗
は
生
ま
れ
つ
き
有
し
て
い
る
も
の
で、

こ
れ
を
押
し

の
け
よ
う
と
し
て
も
取
り
去
れ
な
い
か
ら
で
あ
る。
（
中
略）

欧
陽
詢 、

虞
世
南、

猪
遂
良 、

辞
稜
の
書
は
各
々
宗
旨
を
持
っ

て
お
り、

こ
れ
ら
は
深
く
学
ば
な
く
て
も
ま
た
似
せ
る
こ
と
が

で
き
る。

た
だ
顔
真
卿
の
行
書
は、

遂
に
定
ま
っ
た
法
が
な
く

な
っ
た。

こ
れ
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
特
に
参
じ
て
尋
ね
る
の

が
よ
い。

常
に
人
に
挙
示
し
て
い
る
が、

理
解
す
る
者
を
得
な

い〕
な
お、

蘇
試
の
語
と
あ
る
の
は、

宋
・

趙
令
時
『
侯
鯖
録』

巻
八

「
東
披
与
二
郎
姪
書」

の
以
下
の
記
述
で
あ
る。

蘇
二
処
見
東
波
先
生
与
其
書
云、
「
二
郎
佳 、

得
書
知
安、

井

議
論
可
喜、

書
字
亦
進、

文
字
亦
若
無
難
処 。

止
有
一
事
与
汝

説、
『
凡
文
字 、

少
小
時
須
令
気
象
岬
蝶 、

采
色
絢
爛 、

漸
老

漸
熟 、

乃
造
平
淡 ゜

其
実
不
是
平
淡 、

絢
爛
之
極
也」 。

汝
只

見
爺
伯
而
今
平
淡 、

一
向
只
学
此
様、

何
不
取
旧
日
応
挙
時
文

字 。

看
高
下
抑
揚 、

如
竜
蛇
捉
不
住 。

当
且
学
此 。
ロハ
書
字
亦

然。

善
思
吾――-
E」

云
云。

此
一
帖
乃
斯
文
之
秘 、

学
者
宜
深
味

(
16)
 

之。
ま
た、

米丑
市
の
語
と
あ
る
の
は、

実
際
は
宋
・

郭
若
虚
「
図
画
見

聞
誌』

巻
一
「
論
気
韻
非
師」

の
一
部
で
あ
る。

A
は、

詩
文
や
書
に
お
け
る
「
淡」

の
重
要
性
に
触
れ
た
も
の
で

あ
る。

蘇
試
の
文
論
を
挙
げ
て
「
熟」

に
も
言
及
す
る
が、

意
図
し

た
修
練
の
末
に
至
る
「
絢
爛」

の
実
現
に
は
否
定
的
で
あ
り、

学
書

の
階
梯
も
想
定
し
て
い
な
い。
「
淡」

と
「
気
韻」

は、

い
ず
れ
も

先
天
的
に
備
わ
っ
て
い
る
人
品
が
自
然
に
発
露
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る。

恐
ら
く
「
熟」

に
つ
い
て
は、

外
的
な
も
の
の
摂
取
を
非
難

し
て
い
る
の
だ
ろ
う。

な
お、

初
唐
書
人
は
似
せ
や
す
く、

顔
真
卿

に
は
定
法
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら、

味
水
款
記
と
同
様、

顔
書
を
よ
り
高
く

評
価
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と、

次
の
B
も
学
書
の
階
梯
を
想
定
し
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。

B
吾
於
書
似
可
直
接
趙
文
敏 、

第
少
生
耳。

而
子
昂
之
熟 、

又
不

如
吾
有
秀
潤
之
気 。

惟
不
能
多
書、

以
此
譲
呉
興
一
器 。

画
則

(17)
 

具
体
而
微 。

要
亦
三
百
年
来
一
具
眼
人
也。

〔
私
は、

書
で
は
趙
孟
類
に
拮
抗
で
き
て
い
る
が、

た
だ
少
し

「
生」

で
あ
る。

し
か
し、

趙
の
「
熟」

は、

ま
た
私
が
優
れ

(57) 



て
生
き
生
き
と
し
た
気
を
有
す
る
の
に
は
及
ば
な
い。
た
だ、

私
は
多
く

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め、

こ
の
点
に
お
い
て
趙

に
負
け
て
い
る。

画
に
お
い
て
は、

趙
は
体
を
具
え
て
奥
深
い。

要
は
三
百
年
来
の
具
眼
者
で
あ
る〕

味
水
款
記
と
同
じ
く、

趙
に
「
熟」 、

自
身
に
「
生」

を
充
て
る。

趙
の
多
書
を
称
賛
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が、

恐
ら
く
は
意
図
し
た

鍛
錬
を
非
難
す
る
も
の
で、

段
階
的
な
展
開
も
想
定
し
て
い
な
い。

以
上
二
件
の
言
が
あ
る一
方
で、

湯
換
「
書
指」
と
同
じ
く
「
熟」

か
ら
「
生」
へ
の
展
開
を
説
く

記
述
も
見
ら
れ
る。
次
項
で
確
認
し

た
い。

「
熟」
か
ら
「
生」
へ
の
階
梯
を
想
定
す
る
説

c
余
近
来
臨
顔
書。

因
悟
所
謂
折
奴
股
・

屋
漏
痕
者、

惟
二
王
有

之。

魯
公
直
入
山
陰
之
室、

絶
去
欧
・

拷
軽
媚
習
気 。

東
波
謂、

「
詩
至
於
子
美 、

書
至
於
魯
公」 。

非
虚
語
也。

顔
書
惟
「
察
明

遠
序」

尤
為
沈
古 、

米
海
岳一
生
不
能
初
彿 。

藍
亦
為
学
唐
初

拷
公
書、

梢
乏
骨
気
耳。

灯
下
為
此 、

都
不
対
帖 、

雖
不
至
入

俗 、

第
神
采
瑞
燦 、

即
是
不
及
古
人
処 。

漸
老
漸
熟 、

乃
造
平

(18)
 

淡 。

米
老
猶
隔
塵 、

敢
自
許
逼
真
乎。

題
以
志
吾
愧 ゜

〔
私
は
近
頃 、

顔
真
卿
の
書
を
臨
書
し
て
い
る。

そ
れ
で、

所

謂
「
折
奴
股」
・

「
屋
漏
痕」
は、

た
だ
二
王
だ
け
が
有
し
て
い

る
こ
と
を
悟
っ
た。

顔
真
卿
は
直
接
王
義
之
の
室
に
入
り、

欧

陽
詢 、

猪
遂
良
の
繊
細
で
軽
や
か
な
優
美
さ
や、

染
み
つ
い
て

し
ま
っ
た
風
格
と
い
う
も
の
を
取
り
去
っ
た。

蘇
試
が
「
詩
は

杜
甫
に
お
い
て、

書
は
顔
真
卿
に
お
い
て
極
ま
っ
た」

と
言
っ

た
の
は、

空
言
で
は
な
い。

顔
書
で
は、

た
だ
「
察
明
遠
序」

だ
け
が
最
も
深
み
の
あ
る
古
び
た
味
わ
い
を
有
し
て
い
る。

米
苦
は
生
涯 、

顔
真
卿
に
似
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た。

私
が
思
う
に、

米
苦
は
唐
初
の
猪
遂
良
の
書
を
学
ん
だ
た
め
に、

や
や
骨
気
に
乏
し
く
な
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る。

灯
下
で
顔

書
を
臨
書
し
て
い
る
が、

全
く
そ
の
帖
に
向
か
わ
な
い。

俗
に

入
る
に
は
至
ら
な
い
も
の
の、

た
だ
生
き
生
き
と
玉
の
よ
う
に

輝
か
せ
る
点
に
お
い
て
は、

古
人
の
と
こ
ろ
に
及
ば
な
い。

老

い
る
ほ
ど
に
熟
し
て
い
き、

や
が
て
平
淡
に
至
る
（
前
掲
蘇
試

語
の
引
用
か） 。

米
苦
は
俗
塵
を
隔
て
た
よ
う
で
は
あ
る
が、

ど
う
し
て
真
に
逼
っ
た
と
妄
り
に
自
負
し
た
の
か
（
下
略）〕

顔
真
卿
を
二
王
の
書
の
継
承
者
と
し
て
称
賛
す
る
一
方 、
「
軽

媚」
・

「
習
気」

を
有
す
る
初
唐
書
人
を
貶
斥
し
て
お
り、

味
水
款
記

に
お
け
る
唐
人
全
般
に
対
す
る
高
い
評
価
と
は
異
な
る
こ
と
が
窺
え

る。「
熟」

語
に
注
目
す
る
と、

蘇
試
語
の
引
用
に
お
い
て
出
現
す
る

の
み
で
あ
り、

A
で
引
か
れ
て
い
た
「
実
非
平
淡 、

絢
爛
之
極」
も

(58) 



欠
落
し
て
い
る。
こ
の
た
め、
「
熟」
は
A
.
B
と
異
な
り

否
定
さ

れ
て
お
ら
ず、
「
熟」

を
経
て
「
平
淡」
へ
と
い
う
階
梯
を
想
定
し

て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る。

筆
者
の
人
品
な
ど
と
い
っ
た
先
天
的

な
性
質
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い。

D
画
与
字
各
有
門
庭 。

字
可
生、

画
不
可
熟 。

字
須
熟
後
生、

画

(19)
 

須
生
外
熟 ゜

〔
絵
画
と
書
は
そ
れ
ぞ
れ
に
流
儀
が
あ
る。

書
は
「
生」
で
あ

る
べ
き
で、

絵
画
は
「
熟」

と
な
っ
て
は
い
け
な
い。

書
は

「
熟」

の
後
に
「
生」

と
な
る
べ
き
で、

絵
画
は
「
生」

を
超

え
た
「
熟」

で
あ
る
べ
き
で
あ
る〕

湯
換
「
書
指」
と
同
様 、

書
に
お
い
て
は
先
に
「
熟」

と
な
り、

後
に
「
生」

と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く。
し
か
し、

人
格
な
ど
と

い
っ
た
先
天
的
性
質
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず、

ま
た
学
書

な
ど
の
際
の
意
図
の
有
無
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い。

以
上
の
A
S
D
四
件
に
つ
い
て、

改
め
て
纏
め
て
み
た
い。

A
.
B
は
「
生」
・

「
熟」

の
段
階
的
展
開
を
想
定
せ
ず、

筆
者
の

人
格
な
ど
先
天
的
な
要
素
を
重
視
し、

意
図
し
た
学
書
を
非
難
す
る。

ま
た、

味
水
款
記
・

前
掲
湯
換
説
と
同
様
に
特
定
の
書
と
の
合
致
も

説
か
ず、

A
で
は
顔
書
の
「
定
法」
の
な
さ
を
謳
う
ほ
ど
で
あ
る。

C
.
D
に
お
い
て
は、
「
熟」

↓
「
平
淡」
・

「
生」
へ
の
展
開
を

見
て
お
り、

筆
者
の
人
格
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い。
ま
た、

四

生
熟
説
提
唱
期
間
に
お
け
る
見
解
の
変
化

渚
遂
良
の
書
を
習
っ
た
米
苦
を
貶
斥
す
る
な
ど、

目
標
と
す
る
古
法

の
設
定
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る。

な
お、

湯
換
『
書
指」
が
味
水
款
記
の
時
代
性
説
・

生
熟
説
の
淵

源
で
あ
ろ
う
こ
と
は
D
か
ら
も
想
定
で
き
る
が、

そ
う
で
あ
れ
ば、

A
の
人
品
を
重
ん
じ
る
姿
勢
と
学
書
の
意
図
性
の
否
定
も
湯
説
の
影

響
と
見
て
よ
か
ろ
う。

で
は、

な
ぜ
か
よ
う
に
主
張
の
異
な
る
生
熟
説
が
述
べ
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
か。
董
其
昌
の
鑑
蔵
と、

六
0
歳
頃
以
降
唱
え
ら
れ
た
離
合

説
と
の
接
続
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い。

ま
ず
は、

先
に
挙
げ
た
生
熟
説
五
件
が
ど
の
期
間
に
説
か
れ
た
か

を
検
討
し
て
み
た
い。

前
述
の
よ
う
に、

味
水
款
記
と
A
.
C
で
は

(

20
)
 

顔
真
卿
が
称
賛
さ
れ
て
い
る
が、

前
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
①
顔
書

を
収
録
す
る
「
鼎
帖」
を
董
其
昌
が
五一
歳
か
ら
五
九
歳
頃
ま
で
所

持
し
て
い
た
点、

②
五
二
＼

五
八
歳
に
顔
書
に
対
す
る
積
極
的
な
称

賛
の
言
が
見
ら
れ
る
点
か
ら、

少
な
く
と
も
上
記
三
件
は
五
八
S

五

九
歳
頃
ま
で
に
説
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

(21)
 

董
の
離
合
説
に
注
目
し
て
み
た
い。

別
稿
に
て
同
説
を
検
討
し
た

際 、

①
五
九
歳
四
月
執
筆
の
台
北
・

故
宮
博
物
院
蔵
「
論
書
冊」

に

お
い
て、

そ
の
前
哨
と
見
ら
れ
る
先
鋭
的
な
説
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

(59) 



と
を
述
べ、

②
五
八
歳
以
降 、
『
鬱
岡
斎
墨
妙」

未
収
の
楊
凝
式
書

跡
を
称
賛
す
る
た
め
に
本
説
が
提
唱
さ
れ
た
と
推
測
し
た。

こ
の

「
論
書
冊」

に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ、

擬
古
の
排
斥
を

強
く
訴
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る。

那
旺
折
肉
還
父 、

折
骨
帰
還
母 。

須
有
父
母
未
生
前
身 、

始
得

榜
厳
八
還
之
義。

所
謂
「
明
還
日
月。

暗
還
晦
昧 。

不
汝
還
者、

非
汝
而
誰」 。

大
慧
師
（
宗
呆）

曰、
「
猶
如
籍
没
尽 、

更
向
汝

索
銭
貫 。

此
喩
更
佳 。

今
有
窮
子。

向
大
富
長
者。

称
貸
銭
刀 。

像
然
富
家
翁 。

若―
―
償
子
銭 。

別
有
無
尽
蔵 。

乃
不
貧
乞 ゜

否
則
依
然
本
相
耳」 。

此
語
余
以
論
書
法。

待
学
得
右
軍
・

大

令
（
王
献
之）
．

虞
・

猪
・

顔
・

柳
（
公
権） 、

一―
相
似 。

若

―
一
還
義
（
王
親
之）
．

献
（
王
献
之）
．

虞
・

猪
・

顔
・

柳 、

(22)
 

喩
如
籍
没
還
債
已
尽 。

何
処
開
得
一
無
尽
蔵 。

技
法
の
習
熟
な
ど
と
い
っ
た
点
は
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず、

複
数
古

人
の
多
様
な
書
風
を
意
識
し、

そ
れ
を
習
得
し
た
後
の
脱
却
を
主
張

す
る。

そ
の
点、

段
階
的
展
開
を
説
く

生
熟
説
C
.
D
と
近
似
し
て

お
り、

提
唱
期
間
が
近
接
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る。

人
格

な
ど
と
い
っ
た
先
天
的
な
要
素
へ
の
言
及
も
見
ら
れ
ず、

意
図
し
た

学
書
も
否
定
し
て
い
な
い
た
め、

五
七
歳
時
の
味
水
款
記、

及
び

A
.
B
と
は
そ
の
主
張
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。

二
年
足

ら
ず
の
間
に
大
き
く

変
化
し
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う。

C
で
は
初

唐
書
人
を
貶
斥
し
て
い
る
が、

初
唐
書
人
に
対
し
て
は
他
の
記
述
に

お
い
て
も
概
ね
五
七
歳
を
境
と
し
て
貶
斥
に
転
じ
て
い
る
た
め、

こ

(23)
 

れ
も
そ
の
時
期
推
定
の
証
左
と
な
ろ
う。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
生
熟
説
は、

董
が
味
水
款
記
を
執
筆
し
た
五

七
歳
の
前
後
か
ら、
「
論
書
冊」

を
執
筆
し
た
五
九
歳
時
ま
で
の
短

い
期
間
に
お
い
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り、

ま
た、

こ
の
数
年
間
の

う
ち
に
重
視
す
る
要
素
が
変
化
し
た
と
推
測
さ
れ
る。

こ
れ
を
整
理

す
る
と、

以
下
の
通
り
と
な
る。

①
味
水
款
記
（
五
七
歳
八
月
時） 、

及
び
生
熟
説
A
.
B

・
目
指
す
べ
き
特
定
の
風
格
の
不
設
定
（
古
法
と
の
距
離
を
問

題
と
せ
ず、

ま
た
「
定
法」

の
な
い
こ
と
を
称
賛）

・
先
天
的
な
要
素
で
あ
る
人
格
を
重
視 。

技
法
の
習
熟 、

意
図

的
な
学
書
の
否
定

②
生
熟
説
C
.
D

・
技
法
の
習
熟
を
経
て、

生
き
生
き
と
自
然
に
書
け
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
段
階
的
学
書
の
想
定

・
目
指
す
古
法
の
良
否
と、

そ
こ
か
ら
の
変
化
の
程
度
に
よ
る

評
価

③
離
合
説
の
前
哨
を
な
す
「
論
書
冊」
（
五
九
歳
四
月
時）

・
多
く
の
古
典
と
の
合
致
を
経
て、

そ
の
風
格
を
捨
て
去
る
と

い
う
段
階
的
学
書
の
想
定

(60) 



•
あ
ら
ゆ
る
古
法
か
ら
の
離
脱
を
要
す
る。

か
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
は、

楊
凝
式
書
跡
を
称

賛
す
る
必
要
性
に
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る。
葦
其
昌
は
四
八
歳

八
月
時
に
楊
書
を
過
眼
し
た
際 、

以
下
の
よ
う
に
絶
賛
し
て
お
り、

楊
書
の
出
自
で
あ
ろ
う
王
義
之
に
俗
態
が
あ
る
よ
う
だ
と
述
べ
て
い

る。

唐
人
書
以
魯
公
為
清
真 、

猶
未
極
険
絶
之
致 。

及
五
代
楊
少
師

一
出、

則
如
少
林
拮
花 。

書
法
自
此
一
変、

覚
右
軍
有
俗
態

(24)
 
癸゚

こ
れ
は、

当
時
を
回
想
し
た
他
の
記
述
よ
り、

干
玉
立
の
「
月
儀

帖」

唐
人
臨
本
所
持
に
影
響
さ
れ
て
述
べ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が、

(25)
 

既
に
楊
書
の
風
格
を
強
く

好
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る。

五一
歳
時
に
「
鼎
帖」

顔
真
卿
帖
を
入
手
し
た
後
は、

運
筆
の
勢

い
の
あ
る
書
風
を
好
み、

顔
の
人
品
に
着
目
し
て
こ
れ
を
称
賛
し
た。

後
に
王
肯
堂
「
鬱
岡
斎
墨
妙』
が
刊
行
さ
れ、

ま
た
董
が
「
鼎
帖」

を
手
放
し
た
た
め、

五
八
歳
頃
よ
り

再
び
楊
書
に
向
か
っ
た
の
だ
ろ

(26)
 

う。

楊
の
伝
で
は
人
品
の
高
さ
を
示
す
記
述
が
な
く、

ま
た、

以
前

よ
り

理
想
的
な
書
風
と
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら、

具
体
的
に

楊
以
前
の
古
人
を
挙
げ、

そ
れ
ら
の
書
風
か
ら
の
絶
妙
な
合
致
・

離

脱
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
し
て
称
賛
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

生
熟
説
が
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は、

楊
書
称
賛
に
不
適
で
あ

五 ．
「
淡」

語
に
よ
る
評
価
—

む
す
び
に
か
え
て

る
ほ
か、

趙
孟
類
貶
斥
に
よ
る
利
点
が
自
身
の
書
の
称
揚
の
み
に
限

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
事
情
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い。

前
項
の
最
後
に
見
た
よ
う
に、

董
其
昌
書
論
は
彼
の
鑑
蔵
活
動
に

視
点
を
置
い
て
解
釈
す
べ
き
と
見
ら
れ、

特
定
の
評
語
の
用
例
を
総

合
し
て
語
義
を
導
い
た
り、

他
人
の
用
例
を
援
用
し
た
解
釈
に
終
始

す
る
と、

正
確
な
彼
の
書
法
観
が
窺
え
な
い
可
能
性
が
あ
る。
董
の

よ
う
な
変
動
の
大
き
い
所
説
を
扱
う
に
は、

各
記
述
に
お
け
る
執
筆

意
図
の
挟
副
を
軸
に
行
う
必
要
が
あ
ろ
う。

な
お、

董
其
昌
の
書
論
に
お
い
て
は、

生
熟
説
と
並
ん
で
「
淡」

語
も
注
目
さ
れ
て
お
り、

彼
が
理
想
と
し
た
境
地
で
あ
る
と
説
明
さ

(27)
 

れ
る。
こ
の
語
は
数
件
の
記
述
に
確
認
で
き
る
も
の
の、

有
紀
年
記

述
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い。

稿
を
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
も
困
難
で

あ
る
た
め、

こ
こ
に
あ
る
用
例
を
挙
げ、

先
述
の
よ
う
に
鑑
蔵
に
注

(28)
 

目
し
て
考
究
す
る
必
要
性
を
示
し
て
み
た
い。

「
淡」
用
例
の一
っ
に、

以
下
の
七
八
歳
六
月
時
の
記
述
が
挙
げ

ら
れ
る。書

須
参
「
離」
・

「
合」

二
字、

楊
凝
式
非
不
能
為
欧
・

虞
諸
家

之
体 、

正
為
離 、

以
取
勢
耳。

米
海
岳一
生
考
囮 、

独
取
王
半

山
（
安
石）

之
枯
淡 、

似
不
能
進一
歩 、

所
謂
「
雲
花
満
眼 、

(61) 



(
29)
 

終
難
脱
去
浄
尽」 。

「
離」

語
に
よ
っ
て
楊
凝
式
を
称
賛
す
る 。

こ
こ
で
の
「
淡」

は

あ
く
ま
で 、

さ
っ
ぱ
り
し
た
趣
き
と
い
っ
た
も
の
を
示
す
の
み
で
あ

り 、

当
該
記
述
で
は
特
に
称
賛
す
べ
き
要
素
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ

て
い
な
い 。

文
脈
に
よ
っ
て
は
生
熟
説
A
の
よ
う
に 、

重
視
す
べ
き

要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る 。

注
(
1)

「
画
禅
室
随
筆」
成
立
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い。

黄
朋
「
関
子

《
画
禅
室
随
筆》
編
者
的
考
訂」
（「
東
南
文
化」
総
第一
四
九
期 、
二
〇

0-
） 、

黄
朋
「
関
於
《
画
禅
室
随
筆》
篇
者
的
考
訂」
（
陳
浩
星
主
編

「
南
宗
北
斗
ー

董
其
昌
書
画
学
術
研
討
会
論
文
集」

澳
門
芸
術
博
物
館 、

二
0
0
八）

参
照 。

(

2
)

辞
永
年
「
謝
朝
華
而
啓
夕
秀
ー

葦
其
昌
的
書
法
理
論
与
実
践」
（
上
海

書
画
出
版
社
編
「
董
其
昌
研
究
文
集
」

同
社 、
一
九
九
八）
は
唯一

、

古
法
変
革
を
謳
う
説
が
変
化
し
た
点
を
指
摘
し、
「
離」
「
合」

語
に
よ

る
説
（
以
降 、
「
離
合
説」
と
称
す
る）
を
後
発
の
も
の
と
指
摘
し
て
い

る。

ま
た、

藤
原
有
仁
訳
注
「
画
禅
室
随
筆」

解
題
（
中
田
勇
次
郎
編

「
中
国
書
論
大
系」
第一
0
巻、
二
玄
社 、
一
九
九
二）
は、

有
紀
年
記

述
の
収
集
に
よ
り

董
の
理
論
形
成
の
跡
付
け
が
で
き
る
可
能
性
に
つ
い

て
言
及
す
る。
し
か
し、

こ
れ
ら
を
承
け
た
検
討
は
見
ら
れ
な
い。

(

3
)

拙
稿
「
董
其
昌
「
書
の
時
代
性」

説
成
立
の
背
景
ー

唐
人
書
に
存
す

る
「
法」
の
称
揚
に
着
目
し
て
ー」

「
書
論』
第
四
0
号 、

書
論
研
究
会 、

二
0一
四）

参
照 。
な
お 、

名
品
と
さ
れ
る
書
跡
に
董
其
昌
が
題
跛
を

付
す
例
は
多
い
が、

そ
れ
ら
は
恣
意
的
に
賛
辞
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ

る
た
め
除
外
し
て
い
る。

題
跛
の
性
格
に
つ
い
て
は、

鈴
木
洋
保
「
書

と
題
跛」
（
杉
村
邦
彦
編
「
中
国
書
法
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
」

世
界
思

想
社 、
二
0
0
二）

参
照 。

(

4
)

拙
稿
「
董
其
昌
に
お
け
る
顔
真
卿
書
法
評
価
の
変
転
と
そ
の
契
機」

（『
国
語
国
文
論
集
」

第
四
四
号 、

安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会 、
二
〇

一
四） 。

(

5
)

拙
稿
「
董
其
昌
書
論
に
お
け
る
離
合
説
に
つ
い
て」
（『
芸
術
学
研
究」

第一
四
号 、

筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科 、
二
ol
o)

参
照 。

(

6
)

中
川
憲一
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る。

福
本
雅一
ほ
か
訳
「
新
訳
画
禅

室
随
筆』
（
日
貿
出
版
社 、
一
九
八
四）
参
照 。

本
説
は、

後
掲
葉
説
D

を
承
け
て
発
せ
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る。

(
7)

主
要
な
も
の
に
は、

藤
原
有
仁
「
董
其
昌
の
書
と
書
論」
（
古
原
宏
伸

編
「
董
其
昌
の
書
画」
研
究
編 、
二
玄
社 、
一
九
八一
） 、

王
岡
「
董
其

昌
書
法
美
学
論」
（「
書
法
研
究』

総
第
三
六
輯 、

上
海
書
画
出
版
社 、

一
九
八
九） 、

喩
仲
文
「
論
董
其
昌
”

士
気
説”
的
美
学
特
徴」
（「
武
漢

大
学
学
報」

人
文
科
学
版 、

第
二
二
巻
第
四
期 、
二
0
0
三） 、

奨
波

「
中
国
書
画
美
学
史
綱」

修
訂
版
（
吉
林
美
術
出
版
社 、
二
0
0
六） 、

呉
鵬
「
董
其
昌
”

字
須
熟
後
生“
理
論
重
新
審
視」
（「
南
京
芸
術
学
院

学
報」

美
術
与
設
計
版 、
二
0
0
八
年
第
四
期）
が
あ
る。

特
に
呉
氏

論
考
は、

明
末
以
前
の
様
々
な
文
献
へ
の
配
慮
が
特
筆
さ
れ
る。
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(
8)
な
お 、

孫
過
庭
「
書
譜」

を
参
照
し
た
こ
と
に
よ
る
の
か、

前
掲
喩

仲
文
氏
は、
「
稚
拙
な
生
↓

巧
み
な
熟
（
た
だ
し、

主
体
的
人
格
の
修

養
が
な
け
れ
ば
職
人
と
な
る）

↓
彫
琢
の
痕
跡
の
な
い
生」

の
三
段
階

を
見
通
す。
ほ
か
に
も、

前
掲
王
尚
氏、

奨
波
氏
は
各
々
そ
の
解
釈
に

至
る
検
討
が
異
な
る
も
の
の、

喩
氏
と
同
様 、
「
生
↓

熟
↓

生」
の
三
段

階
を
想
定
す
る。

(
9)

各
時
代
の
書
に
つ
い
て
並
列
し
て
挙
げ 、

近
似
し
た
短
い
語
句
に
て

評
し
た
言。

後
掲
味
水
款
記
第
五
則
参
照 。

な
お 、

歴
代
の
書
論
に
お

け
る
同
説
に
つ
い
て
は、

中
田
勇
次
郎
「

書
の
時
代
性
」

（
中
田
氏

「
中
国
書
論
集」
二
玄
社 、
一
九
七
0) 、

及
び
拙
稿
「
書
の
時
代
性
説

の
諸
相」
（「
中
国
文
化』

第
六
九
号 、
二
01
―
)
参
照 。

(
10)

拙
稿
「
湯
換
「
書
指
L

に
見
ら
れ
る
生
熟
説
と
「
法」
語
の
使
用」
（
石

田
肇
教
授
退
休
記
念
事
業
会
「
金
壺
集
ー

石
田
肇
教
授
退
休
記
念
金
石

書
学
論
叢
ー」

同
会 、
二
0-
――-） 。

(
11)
同
上
拙
稿
の
現
代
語
訳
参
照 。

(
12)
「
嘉
業
堂
叢
書』
本
（
劉
承
幹
編
「
嘉
業
堂
善
本
書
影」
珍
稀
古
籍
書

影
叢
刊
四 、

北
京
図
書
館
出
版
社 、
二
0
0
三）
を
底
本
と
し、

屠
友

祥
校
注
「
味
水
軒
日
記」
（
宋
明
清
小
品
文
集
輯
注
二 、

上
海
遠
東
出

版
社 、
一
九
九
六）
を
参
照
し
つ
つ
標
点
を
施
し
た。

な
お 、

底
本
は

最
初
の
引
用
箇
所
に
て
示
し、

以
降
は
特
に
記
さ
な
い。

(
13)
運
筆
の
勢
い
の
み
で
は
な
く、

字
勢
を
も
指
す
と
見
ら
れ
る。
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・

ジ
ュ
リ
ア
ン 、

中
島
隆
博
訳
『
勢
効
力
の
歴
史
ー

中
国
文
化

横
断」
（
知
泉
書
館 、
二
0
0
八）
も
参
照 。

(
14)
前
掲
注
3

拙
稿
参
照 。

(
15)
『
容
台
別
集」

巻
四
・

題
跛
「
雑
記」 。

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の

再
刻
本
（一
六
三
五
刊）
に
よ
る

(
16)
『
文
淵
閣
四
庫
全
書」
第一
0
三
七
冊
（
台
湾
商
務
印
書
館 、
一
九
八

三
ー

八
六）
に
よ
る。

(
17)
『
容
台
別
集」
巻
四
·

題
跛
「
書
品」 。

(
18)
『
容
台
別
集」
巻
四
·

題
跛
「
書
品」 。

(
19)
『
画
禅
室
随
筆」

巻
二
「
画
旨」 。

狂
汝
禄
引
（一
六
七
六）

刊
本
の

和
刻
本
に
よ
る。

前
掲
注
6
中
川
氏
は、

そ
の
訳
で
「
生」
「
熟」

を

「
未
熟」
「
熟
練」

と
訳
す。

ま
た、

葉
の
『
画
眼」
「
画
旨』

所
載
記
述

と
異
同
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ、
「
画
須
熟
外
熟」

と
す
る。

(
20)

前
掲
注
4
拙
稿
参
照 。

(
21)

前
掲
注
5

拙
稿
参
照 。

(
22)
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
「
董
其
昌
法
書
特
展
研
究
図
録」
（
国

立
故
宮
博
物
院 、
一
九
九
三）
に
よ
る。

訳
は、

拙
稿
「
台
北
・

故
宮

博
物
院
蔵
董
其
昌
「
論
書
冊」

に
つ
い
て」
（「
書
芸
術
研
究』

第一
1一
号 、

筑
波
大
学
人
間
総
合
科
学
研
究
科
書
研
究
室 、
二
0
I
 

0)
参
照 。

(
23)

前
掲
注
3
拙
稿 、

注
5

拙
稿
参
照 。

(
24)

首
都
博
物
館
蔵
「
金
沙
帖」 。

同
大
系
編
委
会
・

北
京
市
文
物
局
編

「
北
京
文
物
精
粋
大
系』
書
法
巻
（
北
京
出
版
社 、
二
0
01―-）
に
よ
る。

(
25)
「
壬
寅
(-
六
0
二 、

四
八
歳
時）
四
月 、

余
訪
子
比
部
中
甫
（
玉
立）

於
金
沙 。

中
甫
出
諸
古
帖
相
質 、

有
唐
人
「
月
儀
帖」 。

生
平
僅
見、

因
手
臨
之、

欲
刻
入
「
鴻
堂
帖」 。

帖
成
遂
遺
此
書。

雖
余
所
臨
倣 、

実
与
真
帖
頗
肖
似 。

第
不
知
唐
名
賢
為
誰 。

殆
元
和
以
後
手
也」
（
台

北
・

故
宮
博
物
院
蔵
一
臨
月
儀
帖」

款
記。

国
立
故
宮
博
物
院
編
纂
委
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員
会
編
「
故
宮
書
画
録』

増
訂
本
一

、

国
立
故
宮
博
物
院 、
一
九
六
五

に
よ
る。

ま
た、

董
其
昌
は
う
ね
る
筆
線
を
有
す
る
書
風
を
好
ん
で
お

り、

楊
凝
式
の
書
風
も
こ
れ
に
該
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る。

拙
稿
「
歴

代
書
跡
に
対
す
る
蓋
其
昌
の
鑑
定
・

評
価
基
準
ー

堵
墓
系
「
蘭
亭
序」

に
近
似
す
る一
群
の
書
跡
の
存
在
か
ら」
（
「
書
学
書
道
史
研
究」

第
二

三
号 、

書
学
書
道
史
学
会 、
二
0一
三）
参
照 。

(
26)
以
下
の
陶
岳
「
五
代
史
補」

巻一
の
よ
う
に、

概
ね
狂
人
を
装
っ
た

な
ど
と
い
う
記
述
が
窺
え
る
の
み
で
あ
る。

楊
凝
式
父
渉 、

為
唐
宰
相 。

太
祖
之
纂
唐
詐
也、

渉
当
送
伝
国
璽 ゜

時
凝
式
方
冠 、

諫
日 、
「（
中
略）

乃
更
手
持
天
子
印
綬
以
付
他
人、

保

富
貴 、

其
如
千
載
之
後
云
云
何。

其
宜
辞
免
之」 。

時
太
祖
恐
唐
室
大

臣
不
利
於
己 、

往
往
陰
使
人
来
探
訪
群
議 、

播
紳
之
士 、

及
禍
甚
衆 ゜

渉
常
不
自
保 、

忽
聞
凝
式
言、

大
骸
曰 、
「
汝
滅
吾
族」 。

於
是
神
色
祖

喪
者
数
日 。

凝
式
恐
事
泄 、

即
日
遂
伴
狂 、

時
人
謂
之
「
楊
風
子」

也

（
「
文
淵
閣
四
庫
全
書」

第
四
0
七
冊
（
台
湾
商
務
印
書
館 、
一
九
八
三

ー
八
六）
に
よ
る。） 。

(
27)
主
要
な
も
の
と
し
て、

劉
詩
「
中
国
古
代
書
法
理
論
管
窺」
（
江
蘇
教

育
出
版
社 、
二
0
0
三）
「
董
其
昌
的
《
画
禅
室
随
筆》」

項 、

鄭
建
林

「
葉
其
昌
”

淡“
字
別
解」
（「
外
語
芸
術
教
育
研
究」
総
第一
五
期 、
ニ

0
0
六）
が
挙
げ
ら
れ
る。

(
28)
前
掲
注
4
拙
稿
参
照 。

(
29)
「
澄
蘭
室
古
縁
幸
録」
巻
五
「
董
香
光
節
臨
黄
庭
経
各
種
巻」

第
五
段

款
記。
《
続
修
四
庫
全
書》
編
纂
委
員
会
編
「
続
修
四
庫
全
書」
第一
〇

八
八
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社 、
一
九
九
五）
に
よ
る。

付

記
本
稿
は、

J
S
p
s
科
研
費
二
四
三
二
0
0
六
六
（
代
表
者
・

菅
野
智

明）
の
助
成
に
よ
る
成
果
の一
部
で
あ
る。

（
安
田
女
子
大
学）
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